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１  

①次の中から純物質を一つ選びなさい。 

(a)水酸化ナトリウム水溶液  (b)石油  (c)空気  (d)水  （e）塩酸 

 

 

②元素とその炎色反応の組み合わせとして正しくないものを一つ選びなさい。 

(a)Cu－青緑  (b)Ba－黄緑  (c)Li－紫  (d)K－赤紫  (e)Na－黄 

 

 

２ 塩素について、陽子数（③）、中性子数（④）、質量数（⑤）に当てはまる数字を(a)～(e)から選びな

さい。 

 

                陽子数（③）  中性子数（④）  質量数（⑤） 

 

                (a)10  (b)17  （c）20  （d）37  （e）54 

 

 

３  

⑥アルカリ金属の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 

(a)Na－Mg  (b)Be－Li  (c)C－Na  (d)K－Ca  (e)Li－K 

 

 

４ 次に示す物質について、日常での利用例として当てはまるものを(a)～(e)から選びなさい。 

 ⑦硫酸バリウム   ⑧塩化カルシウム   ⑨炭酸カルシウム  

(a)融雪剤  (b)チョーク  (c)接着剤  (d) X線造影剤  (e)除光液 

 

 

５  

⑩塩素の同位体 35Cl、37Cl の相対質量がそれぞれ 34.97 と 36.97である。塩素の原子量を 35.45 とすると

き、35Cl と 37Cl の存在比率の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 

(a) 4%－96%  (b)21%－79%  (c) 49%－51%  (d)66%－34%  (e) 76%－24% 

 

 

𝐶𝑙17
37  
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６ アボガドロ数を 6.02 × 1023、原子量を H＝1、C＝12、O＝16 とし、次の問に答えなさい。 

⑪水分子 3.5molの質量は何 g か、次の中から選びなさい。 

(a)21g  (b)28g  (c)47g  (d) 59g  (e)63g 

 

 

⑫メタン 32g 中に含まれる水素原子の数は何個か、次の中から選びなさい。 

(a) 9.03 × 1023個  (b) 12.04 × 1023個  (c) 24.08 × 1023個   

(d) 30.1 × 1023個  (e) 48.16 × 1023個 

 

 

⑬標準状態において、二酸化炭素 11g の体積は何 Lか、次の中から選びなさい。 

(a) 3.6L  (b) 5.6L  (c) 11L  (d)12.8L  (e)22.4L 

 

 

７  

⑭0.5mol/L の希硫酸 250ｍL中の物質量は何 mol か、次の中から選びなさい。 

(a)0.125mol  (b)0.2×10-2mol  (c)0.75mol  (d)45.5mol  (e)0.175×10-2mol 

 

 

⑮7.5mol/L の水酸化ナトリウム水溶液に水を加えて、0.3mol/Lの水酸化ナトリウム水溶液を 500ｍL 作

りたい。7.5mol/L の水酸化ナトリウム水溶液は何ｍL 必要か、次の中から選びなさい。 

(a) 2.25ｍL  (b)6.5ｍL  (c) 20ｍL  (d) 25ｍL  (e) 40ｍL 

 

 

８  

⑯プロパン（C3H8）完全燃焼の正しい化学反応式を、次の中から選びなさい。 

(a)𝐶3𝐻8 + 3𝑂2 → 3𝐶𝑂2 + 𝐻2𝑂 

(b)𝐶3𝐻8 + 5𝑂2 → 3𝐶𝑂2 + 4𝐻2𝑂 

(c)𝐶3𝐻8 + 5𝑂2 → 2𝐶𝑂2 + 3𝐻2𝑂 

(d)2𝐶3𝐻8 + 5𝑂2 → 3𝐶𝑂2 + 4𝐻2𝑂 

(e)2𝐶3𝐻8 + 𝑂2 → 3𝐶𝑂2 + 3𝐻2𝑂 
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⑰メタンの完全燃焼（𝐶𝐻4 + 2𝑂2 → 𝐶𝑂2 + 2𝐻2𝑂）において、標準状態で 5.6Lのメタンを完全に反応させ

るのに必要な酸素は何 g か、次の中から選びなさい。ただし酸素の原子量を 16 とする。 

(a)1.6g  (b)4g  (c) 8g  (d) 16g  (e) 32g  

 

 

９ 

⑱次の反応のうち下線を引いた物質が酸として働いているものはどれか、次の中から一つ選びなさい。

ただしブレンステッド・ローリーの定義で考えること。 

(a)𝐻𝐶𝑙 + 𝐻2𝑂 → 𝐻3𝑂+ + 𝐶𝑙− 

(b)𝑁𝐻4
+ + 𝐻2𝑂 → 𝐻3𝑂+ + 𝑁𝐻3 

(c)𝐶𝐻3𝐶𝑂𝑂− + 𝐻2𝑂 → 𝐶𝐻3𝐶𝑂𝑂𝐻 + 𝑂𝐻− 

(d)𝐻𝑆𝑂4
− + 𝐻𝐶𝑂3

− → 𝐻2𝑂 + 𝐶𝑂2 + 𝑆𝑂4
2− 

(e)𝐻𝑆𝑂4
− + 𝐻2𝑂 → 𝐻3𝑂+ + 𝑆𝑂4

2− 

 

 

⑲1.5molの硫酸を１Lの水に溶かした溶液中に水素イオンは何mol存在するか、次の中から選びなさい。

ただし電離度を１とする。 

(a)1.5mol  (b)2mol  (c) 2.5mol  (d) 3mol  (e) 3.5mol 

 

 

⑳水素イオン濃度 [𝐻+] = 1.0 × 10−6𝑚𝑜𝑙/𝐿 の溶液について、pH と液性の組み合わせとして正しいもの

を次の中から選びなさい。 

(a)pH7 中性  (b)pH6－塩基性  (c)pH8－塩基性  (d)pH6－酸性  (e)pH8 酸性 

 

 

１０ 

㉑0.4mol/L の硫酸 10ｍL と完全に中和させるためには、0.1mol/L の水酸化ナトリウム水溶液は何 mL

必要か、次の中から選びなさい。 

(a)40mL  (b)50ｍL  (c)60ｍL  (d)70ｍL  (e)80mL 
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１１ 

㉒酸化数について、以下の説明が誤っているものを次の中から一つ選びなさい。 

(a)化合物を構成する原子の酸化数の総和は０である。 

(b)化合物中の酸素原子 Oの酸化数は＋１である。 

(c)単体の原子の酸化数は０である。 

(d)単原子イオンの酸化数は、正負の符号をつけたそのイオンの価数に等しい。 

(e)多原子イオンを構成する原子の酸化数の総和は、正負の符号をつけたその多原子イオンの価数に等

しい。 

 

 

㉓次の化学反応式で、下線を引いた原子が酸化されたものはどれか、次の中から一つ選びなさい。 

(a)𝐶 + 𝑂2 → 𝐶𝑂2  

(b)2𝐾𝐼 + 𝐶𝑙2 → 2𝐾𝐶𝑙 + 𝐼2 

(c)2𝐴𝑔+ + 𝐶𝑢 → 2𝐴𝑔 + 𝐶𝑢2+ 

(d)𝐶𝑂2 + 2𝑀𝑔 → 2𝑀𝑔𝑂 + 𝐶 

(e)4𝐻𝐶𝑙 + 𝑀𝑛𝑂2 → 𝑀𝑛𝐶𝑙2 + 2𝐻2𝑂 + 𝐶𝑙2 

 

 

１２ 

㉔両極に炭素棒を用いて塩化銅（Ⅱ）水溶液を電気分解したところ、陰極に 3.81g の銅が析出した。この

とき何 mol の電子が流れたか、次の中から選びなさい。ただし原子量は Cu＝63.5 とする。 

(a)0.012mol  (b)0.06mol  (c)0.08mol  (d)0.12mol  (d)0.6mol  (e)1.6mol 

 

 

㉕鉛蓄電池の放電について、正しいものを選びなさい。 

(a)電解液の希硫酸の濃度はほぼ一定で保たれる。 

(b)正極、負極ともに質量は増加していく。 

(c)電解液中に Pb2+が増加していく。 

(d)鉛蓄電池の反応は不可逆反応である。 

(e)正極は鉛（Pb）、負極は酸化鉛（Ⅳ）（PbO2）である。 


